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2026年 9月 8日 

「民間放送ガバナンス指針」に基づく公表事項 

 

株式会社エフエム福岡 

１．公共性の発揮 

（1）企業理念 

►経営理念 

エフエム福岡は、放送の公共性を自覚し事業活動の発展を通じて、地域の人々の心を豊にする

ことを経営の基本理念とする。 

►行動指針 

私たちは、我社の経営理念を実現するため、次のことを実践します。 

1．豊かな創造性とチャレンジ精神をもって、常にベストを目指します。 

2．お客様と感動と満足を共有するため、たゆまぬ自己革新を行います。 

3．日々の仕事を通じて夢の実現を目指します。 

►経営ビジョン 

リスナーとのヒューマンネットワークを構築し、ラジオの新生をはかることにより、エリア内

音声メディアでのリーディングカンパニーを目指す。 

 

（2）主な自主制作番組 

＜生ワイド番組＞ 

MORNING JAM  https://fmfukuoka.co.jp/program/jam/ 

DIG!!!!!!!! FUKUOKA https://fmfukuoka.co.jp/program/dig/ 

Hyper Night Program GOW!! https://fmfukuoka.co.jp/program/gow/ 

ミュージック・サロン https://fmfukuoka.co.jp/program/salon/ 

BUTCH COUNTDOWN RADIO https://fmfukuoka.co.jp/program/butch/ 

Friday Happy Express in JR 博多シティ https://fmfukuoka.co.jp/program/hapieku/ 

OH! HEY! YO! https://fmfukuoka.co.jp/program/ohy/ 
 

＜平日その他の番組＞ 

ZERO MORNING https://fmfukuoka.co.jp/program/zero_moni/ 

ふくおかグルメ手帖 https://fmfukuoka.co.jp/program/gourmetnote/ 

やまもとはるとの成長ダイアリー https://fmfukuoka.co.jp/program/haruto/ 

FM SOUND FILE SHINE https://fmfukuoka.co.jp/program/shine/ 

ROCK’N’GATE-THE LOUD ARCHIVES- https://fmfukuoka.co.jp/program/890/ 

スタートアップ Radio https://fmfukuoka.co.jp/program/startup/ 

シエルトの未知しるべ https://fmfukuoka.co.jp/program/shie/ 

ナカニワスタジオ https://fmfukuoka.co.jp/program/nakaniwa/ 

あにぺろ https://fmfukuoka.co.jp/program/anime/ 
 

＜土日の番組＞ 

ゼヒもんゼ！ https://fmfukuoka.co.jp/program/zehimonze/ 

匠の蔵 HISTORY OF MEISTER https://fmfukuoka.co.jp/program/takumi/ 

カンナと愛智のどうにかこうにか https://fmfukuoka.co.jp/program/doukou/ 

 

 

https://fmfukuoka.co.jp/program/jam/
https://fmfukuoka.co.jp/program/dig/
https://fmfukuoka.co.jp/program/gow/
https://fmfukuoka.co.jp/program/salon/
https://fmfukuoka.co.jp/program/butch/
https://fmfukuoka.co.jp/program/hapieku/
https://fmfukuoka.co.jp/program/ohy/
https://fmfukuoka.co.jp/program/zero_moni/
https://fmfukuoka.co.jp/program/gourmetnote/
https://fmfukuoka.co.jp/program/haruto/
https://fmfukuoka.co.jp/program/shine/
https://fmfukuoka.co.jp/program/890/
https://fmfukuoka.co.jp/program/startup/
https://fmfukuoka.co.jp/program/shie/
https://fmfukuoka.co.jp/program/nakaniwa/
https://fmfukuoka.co.jp/program/anime/
https://fmfukuoka.co.jp/program/zehimonze/
https://fmfukuoka.co.jp/program/takumi/
https://fmfukuoka.co.jp/program/doukou/
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（3）メディアリテラシー向上への取り組み（2025年度） 
 

実施日 主な内容 

2025年 7月 15日 • 「職場体験」博多高等学校 

• 生放送・スタジオ見学、アナウンス・収録体験、座学 

 7月 16日 • 「職場体験」福岡舞鶴誠和中学校 

• 生放送・スタジオ見学、アナウンス・収録体験、座学 

2026年 3月 13日 • 「社会人講和」福岡市立那珂中学校＜50分×2コマ＞ 

生徒さんのキャリアに対する認識を高めるための社会人講話 

• を学校から依頼され実施 

 

２．人権尊重の徹底 

（1）人権方針 

エフエム福岡 人権方針 

エフエム福岡は、公共の福祉、文化の向上、産業と経済の繁栄に役立ち、平和な社会の実現に

寄与することを使命としています。われわれは、この自覚に基づき、民主主義の精神にしたが

い、基本的人権と世論を尊び、言論および表現の自由を守り、法と秩序を尊重して社会の信頼

に応えます。 

人権の尊重は放送を含めその他すべての事業活動の基盤であり、エフエム福岡は自社で定め

る放送基準の理念に基づき、人権尊重責任を果たすための具体的な指針として「エフエム福岡

人権方針」を定めます。 

1．適用範囲 

本方針は自社及びグループ会社のすべての役員・従業員に適用されお取引先などのビジネス

パートナーほかあらゆるステークホルダーに対しても本方針の趣旨を理解し支持していた

だくことを期待します。 

2．多様性の尊重とあらゆる差別およびハラスメントの禁止 

自社及びグループ各社は、国籍・人種・民族・宗教・思想・出身・居住地・性別・年齢・職

業・妊娠・障がい・性自認および性的指向・社会的出自・雇用形態その他あらゆる状況を理

由とする差別、セクシャルハラスメント・パワーハラスメント等、個人の尊厳と人格を損な

ういかなるハラスメント行為を認めません。 

3．提供コンテンツ・サービスにおける人権尊重 

視聴者をはじめお取引先や地域住民など、事業活動に関わるすべての人々の人権を尊重し、

個人情報やプライバシーの保護に努めます。提供するコンテンツやサービスにおいて人権を

侵害することなく、表現の自由を守るとともに、広く社会の人権意識の向上に尽力します。 

 

4．救済措置等 

自社およびグループ会社が、人権に対して負の影響を引き起こし、あるいはこれに関与した

ことが明らかになった場合には、適切に対応し速やかにその人権被害の救済に取り組みま

す。また、自社およびグループ会社の役員・従業員に対しては、差別やハラスメント行為等

の人権侵害対する内部通報窓口を設置しており、匿名での相談にも適切に対応を行います。 
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5．教育・研修 

本方針が社内外に定着するよう、自社およびグループ会社の役員・従業員に対して適切な教

育・研修を実施します。 

2025年 5月 1日 

人権方針：https://fmfukuoka.co.jp/company/jinken.html 

 

（2）人権関連相談窓口（ハラスメント等の内部通報相談窓口を兼務） 

窓口 責任者 取締役総務部長 上野弘 

窓口 補助担当者 総務部次長 長嶺麗子 

 

（3）人権関連（含,ハラスメント）の研修参加・実施状況 

2025年 12月 7日 • 福岡中央公共職業安定所が主催する「公正採用選考人権啓発推進員

研修」に参加（90分） 

• 参加者：取締役総務部長 上野弘 

 

３．法令や社会規範の順守 

（1）コーポレート・ガバナンス体制 

当社は、地上基幹放送事業者として「放送の公共性を自覚し事業活動の発展を通じて、地域

の人々の心を豊にすること」を経営の基本理念としております。この理念に基づき、すべての

役員・従業員、取引先などのビジネスパートナーほかあらゆるステークホルダーとの信頼関係

を構築し持続可能な社会の実現の実現に貢献すること、並びに民間放送局として自社の定める

番組基準に沿って法と秩序を尊重し社会の信頼にこたえることをコーポレート・ガバナンスの

基本的な考え方としております。 

こうした考え方のもとで、取締役会を中心に、経営会議、賞罰委員会、放送事故防止委員会、

番組審議会、内部通報窓口によりコーポレート・ガバナンス体制を構築しております。 

 

（2）放送倫理を徹底するための取り組み 

当社は、公共の福祉、文化の向上、産業と経済の繁栄に役立ち、平和な社会の実現に寄与する

ことを使命としております。この自覚に基づき、基本的人権と世論を尊び、言論および表現の

自由を守り、法と秩序を尊重して社会の信頼に応えるために番組基準を策定し、これに準拠し

た放送を実施しております。併せて、放送にあたっては番組や CM の適法性の確保することを

目的に適宜考査を実施しております。2025年度の主な考査実施状況は次のとおりです。 
 

実施年月 主な内容 

2025年 4月 • 無担保ローン CM考査 

• 医薬部外品 ショッピング考査 

 5月 • 一般医療機器 ショッピング考査 

 7月 • 機能性表示食品 ショッピング考査 

 10月 • 出張買取サービス事業者 業態考査 

 11月 • 九州沖縄民放考査協議会（考査情報交換会）福岡で開催 

 12月 • 公営競技投票システム PR CM考査 

2026年 1月 • 不動産投資関連会社 業態考査 

• 通販事業者 業態考査 

番組基準：https://fmfukuoka.co.jp/company/hosokijun.html 

https://fmfukuoka.co.jp/company/jinken.html
https://fmfukuoka.co.jp/company/hosokijun.html
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４．透明性の向上 

（1）経営理念＜再掲＞ 

経営理念 

エフエム福岡は、放送の公共性を自覚し事業活動の発展を通じて、地域の人々の心を豊にする

ことを経営の基本理念とする。 

行動指針 

私たちは、我社の経営理念を実現するため、次のことを実践します。 

1．豊かな創造性とチャレンジ精神をもって、常にベストを目指します。 

2．お客様と感動と満足を共有するため、たゆまぬ自己革新を行います。 

3．日々の仕事を通じて夢の実現を目指します。 

経営ビジョン 

リスナーとのヒューマンネットワークを構築し、ラジオの新生をはかることにより、エリア内

音声メディアでのリーディングカンパニーを目指す。 

 

（2）資本構成（2026年 3月末現在） 

資  本  金 200,000,000円 

発行済株式総数 400,000株 

会社概要：https://fmfukuoka.co.jp/company/ 

 

（3）主要株主（2026年 3月末現在） 

• 総株主数 33 

• 1/10を超える議決権数を有する者とその者の議決権比率 

九州電力株式会社 1社・同議決権比率 10.0％ 

 

（4）役員構成（2026年 6月末現在） 
 

役職 氏名 担当又は主な職業 

代表取締役社長 中靍 英喜  

取締役［常勤］ 内田 裕貴 営業局長兼営業部長 

取締役［常勤］ 上野 弘 総務部長 

取締役［社外,非常勤］ 徳島 建征 ㈱トクスイコーポレーション 代表取締役会長 

取締役［社外,非常勤］ 中西 昌人 
㈱西日本新聞社 取締役兼㈱西日本新聞プロダク
ツ専務取締役 

取締役［社外,非常勤］ 佐藤 秀夫 
九州電力㈱ 取締役常務執行役員 ビジネスソリュ
ーション本部業務本部長 

取締役［社外,非常勤］ 川上 修 
㈱読売新聞東京本社 メディア局ネットワーク戦
略委員会事務局長 

監査役［社外,非常勤］ 岩崎 成敏 岩崎建設㈱ 代表取締役社長 

 

https://fmfukuoka.co.jp/company/
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（5）役職員数（2026年 3月末現在） 

役員  8人 ［男 8人（100％）、女-人（-％）］ 

職員 37人 ［男 18人（48.6％）、女 19人（51.4％）］ 

* アルバイト社員および派遣社員を除く 
 

（6）番組審議会委員に関する情報（2026年 4月末現在） 

外部有識者で構成する「番組審議会」を定期的に開催し、いただいた意見・提言等を番組制作

に反映させ放送内容の適正化を図っています。 

 氏名 担当又は主な職業 

委員長 犬塚 英夫 
ヤマハ㈱ 音楽普及部 教室普及九州グループ  PMS指導
スタッフ 

委 員 倉本 大伸 
九州電力㈱ ビジネスソリューション統括本部 地域共生
本部副部長兼広報総括グループ長 

委 員 原田 克美 西日本電信電話㈱ 九州支店 事業推進室（広報） 

委 員 矢毛 達之 学校法人久留米大学 国際文化学科 准教授 

委 員 村田 大輔 西日本鉄道㈱ 広報室 広報課長 

番組審議会の開催概要：https://fmfukuoka.co.jp/topics/?category_id=3 
 

（7）自社検証番組に関する情報 

• 「番組審議会から」（毎月最終日曜、5：55～6：00） 

• 審議対象番組の概要説明と、毎月 1回開催される番組審議会での意見を総括し、番組審議委

員の意見や感想をプラス評価、マイナス評価別にまとめて公表。 
 

（8）直近決算の財務情報 

［貸借対象表］ 

（千円） 2026年 3月期 

資産 

の部 

流動資産 1,690,713 

固定資産 5,391,718 

資産合計 7,082,431 

負債 

の部 

流動負債 262,606 

固定負債 332,234 

負債合計 594,841 

純資産 

の部 

株主資本 6,022,729 

 
資本金 200,000 

利益剰余金 5,822,729 

評価・換算差額等 464,860 

純資産合計 6,487,590 

負債及び純資産合計 7,082,431 

決算公告：https://fmfukuoka.co.jp/company/finance/ 
 

［損益計算書］ 

（千円） 2026年 3月期 

売上高 1,448,823 

営業利益 △7,381 

経常利益 166,380 

税引前当期純利益 161,443 

当期純利益 108,956 

 

https://fmfukuoka.co.jp/topics/?category_id=3
https://fmfukuoka.co.jp/company/finance/
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５．適切な経営体制の確立 

（1）2025年度の取締役会開催状況 

取締役会による監督に加え、社外役員（取締役・監査役）により客観的かつ透明性の高い経営

体制を維持しています。取締役会は、原則として 3 ヵ月毎に取締役会を開催しており 2025 年

度は下表の日程にて開催いたしました。 
 

日時 備考 

2025年 5月 23日（金）11：00～ 決算取締役会、業務執行状況報告等 

 6月 20日（金）15：30～  

 8月 21日（木）13：30～ 6月末計算書類・業務執行状況報告等 

 11月 14日（金）13：30～ 9月末計算書類・業務執行状況報告等 

2026年 2月 20日（金）10：00～ 12月末計算書類・業務執行状況報告等 

 3月 24日（火）13：30～ 次年度計画等 

 

（2）2025年度の取締役及び監査役の取締役会出席状況 
 

取締役会開催日時 出席者数 出席率 

2025年 5月 23日（金） 取締役 7名（内,社外取締役 4名）、社外監査役 1名 100.0％ 

 6月 20日（金） 取締役 7名（内,社外取締役 4名）、社外監査役 1名 100.0％ 

 8月 21日（木） 取締役 6名（内,社外取締役 3名）、社外監査役 1名 87.5％ 

 11月 14日（金） 取締役 6名（内,社外取締役 3名） 75.0％ 

2026年 2月 20日（金） 取締役 7名（内,社外取締役 4名）、社外監査役 1名 100.0％ 

 3月 24日（火） 取締役 5名（内,社外取締役 2名）、社外監査役 1名 75.0％ 

出席率：出席取締役および出席監査役／取締役および監査役の総数 
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